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事業の概要と環境側面 

　事業概要
１　水道事業

都の水道事業は明治31年に近代水道として通水を開始
して以来、高品質な水道水を常に安定して供給するため、
水源の確保や施設の整備拡充などの施策を推進してきま
した。その結果、今日では、世界でも有数の規模を有す
る水道事業に発展し、23区及び多摩地区26市町のお客さ
まに水道水を供給しています。

※１　給水区域面積、給水人口、普及率及び給水件数は、令和５年10月１日
現在の値です。

※２　給水人口は、国勢調査の結果により補正されることがあります。
※３　未統合市への分水量を含みます。
※４　年間総配水量のうち、料金化された水量及び料金化されなくとも水道

事業用に使用された水量等、使用上有効とみなされる水量の割合です。

（令和 5 年度末）
給水区域面積※1 1,239.21㎢
給水人口※1※2 13,755千人
普及率※1 100.0％
給水件数※1 8,021千件
水源量 680万㎥／日
浄水場の施設能力 684万㎥／日
配水管 27,520㎞

配水量※3
年間総配水量 152,663万㎥
一日平均配水量 417万㎥
一日最大配水量 448万㎥（R5.7.11）

有効率※4 95.9％
職員数 3,512人

水　源

河川の水は取水施設で取り入れられ、導水管や導水路を通って貯水池や浄水場に送られます。

都の水源は、利根川水系及び荒川水系、多摩川水系等の河川水がほとんどを占めています。
都独自の水源である、多摩川水系の水源では、水道水源の確保及び小河内貯水池の保全を

図るため、水道水源林の保全に努めています。

取　水
・
導　水

小河内貯水池水系別比率

 

利根川・荒川水系

80％

多摩川水系

17％

その他

3%

水源量 

680万約 ㎥／日 

投
な げ

渡
わたし

堰
ぜ き

（羽村取水堰
せ き

）について
羽村取水堰

せき

は、多摩川から玉川上水に取水するための堰
せき

で、江戸時代
からこの場所に位置しています。その構造は全国的にも珍しい投

なげ

渡
わたし

堰
ぜき

と呼ばれるもので、川に直角に鉄のけたを渡し、これに杉丸太をたてか
け、横に差込丸太を設置し、そだ（木の枝を束ねたもの）や砂利等の天
然の素材を用いて堰

せき

をつくります。
台風等の大雨により多摩川の水位が上がり、一定の水位を超えるとけ
たを外して堰

せき

自体を下流に流します。この作業は、昔からの技術が途切
れることなく現在まで伝わっています。 投渡堰

ぜき

5



事
業
の
概
要
と
環
境
側
面

水
道
局
の
環
境
取
組

特　
　
　
　
集

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
推
進

健
全
な
水
循
環
と

豊
か
な
緑
の
保
全

持
続
可
能
な
資
源
利
用

多
様
な
主
体
と
の

環
境
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

環
境
５
か
年
計
画
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

環
境
会
計

参
考
資
料

浄　水 河川などから取水した水（原水）を安心して飲むことができる水道水にするため、浄水場
で濁りを除去するために沈殿やろ過などの浄水処理を行います。これに加え、原水の水質に
応じ、粉末活性炭の注入やオゾン処理及び生物活性炭吸着処理による高度浄水処理を行って
います。

水道局では10の主要な浄水場を保有しており、1日684万㎥の水道水をつくることができ
る施設能力を持っています。

また、水道水の水質は水道法に基づく水質基準等に適合することが求められており、水源
から蛇口までの水質管理に万全を期しています。

※　これらの施設の中には、老朽化等により、施設能力が低下しているものがあります。

施設能力　684万㎥ /日　=　25mプール27,360個分

令和 5 年度末

水系 浄水場 施設能力
（㎥ / 日）

比率（％）
処理方法

浄水場別 水系別

利根川・荒川水系

金 町 1,500,000 21.9

80.1

急速ろ過方式・高度浄水処理

三 郷 1,100,000 16.1 急速ろ過方式・高度浄水処理

朝 霞 1,700,000 24.8 急速ろ過方式・高度浄水処理

三 園 300,000 4.4 急速ろ過方式・高度浄水処理

東村山
880,000

18.5
急速ろ過方式・高度浄水処理

多摩川水系

385,000

17.0

急速ろ過方式

小 作 280,000 4.1 急速ろ過方式

境 315,000 4.6 緩速ろ過方式

砧 114,500 1.7 緩速ろ過方式・膜ろ過方式

砧 下 70,000 1.0 緩速ろ過方式・膜ろ過方式

相模川水系 長 沢 200,000 2.9 2.9 急速ろ過方式

計 6,844,500 100.0 100.0 －

取水塔
川やダムからの原水を

浄水場に取り入れます。

管理室
浄水場のいろいろな機械の調子や各工程の

水量や水質を監視し調整します。

取水ポンプ
着水井に原水をくみ上

げます。

凝集剤注入
水に混ざっている細かい土などの濁り

を沈めるために、凝集剤（ポリ塩化ア
ルミニウム等）を入れます。

フロック形成池
水などの濁りを沈みやすいフロック

（土などの濁りと凝集剤がくっ付いた
大きな塊）にします。

塩素注入
鉄やマンガンなどを取
るため塩素を入れます。

ろ過池
砂や砂利の層で、水を
こしてきれいにします。

塩素注入
消毒のための塩素を入
れます。

配水池
きれいになった水をた
めます。

送水ポンプ
配水池にためた水を給
水所に送り出します。

沈殿池
フロックを沈めます。

薬品混和池
原水と凝集剤を混ぜます。

沈砂池
大きな砂や土を沈めま

す。

ちん さ

着水井
取り入れた水の水位

や水量を調整し、薬品混
和池へ水を導きます。

すいせいちゃく

ち

一般的な浄水処理の仕組み
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送水・配水・給水

水道水が蛇口に届くまで

浄水場でつくられた水は給水所に送られます。給水所には、配水池とポンプ設備があり、水道使用量の時
間的な変化に応じて配水量や圧力を調整しています。震災時には、周辺地域のお客さまへの給水拠点となり
ます。お客さまのもとへ水を配るための配水管は、現在27,520km（地球の約３分の２周）もの長さがあり
ます。　

安定的かつ効率的な配水の確保及び耐震性の強化を図るために、管路の劣化状況などを踏まえて計画的に
更新を進めています。強度の高いダクタイル鋳鉄管への取替えは99.9％に達し、現在は震災時にも継手部分
が抜け出しにくい耐震継手管への取替えを進めています。

また、水道局が保有・管理する水道管から宅地内に引き込む給水管はお客さまが所有するものですが、安
全でおいしい水がお届けできるよう取組を行っています。給水管の新設工事を行う際などには法令に基づき
水道局が審査を行っています。さらに、水道水を直接給水する「直結給水方式」（33ページ）の促進や漏水
防止の取組も行っています。

取水堰で川をせき止め、
水を取り入れます。取り入
れた水は、導水路（導水管）
を通って貯水池や浄水場
に入ります。

ぜき

羽村取水堰▶
せき

給水所

取水塔

取水堰

ダム

浄水場

配水管

送
水
管

給
水
管

導
水
路（
導
水
管
）

水
道
水
源
林

ダム
いつでも使えるように水をため

ておきます。大雨や台風のとき、
ダムに水をためて川の水の量を減
らし、洪水を防ぐ役割もあります。

取水と導水

水道水源林
森林に降った雨は、落ち葉など

が積もった土にしみこんで、蓄えら
れ、少しずつ川に流れ出ます。

川から取り入れた水を、凝集沈殿、ろ過及
び消毒して、安心して飲める水道水にします。
浄水場でつくった水道水は、ポンプで給水所

浄水場

浄水場から送られてきた水は、給水所にあ
る配水池にためて、各家庭に届くようにポン
プで送り出します。時間ごとに変わる水の使
用量に合わせて、送る水の量や圧力を調節
しています。

給水所

配水管と給水管
給水所から送り出された水は、配水管を通って

皆さんのところへ届きます。
給水所から皆さんの家の前の道路まで通ってい

る管を「配水管」、配水管から分かれて皆さんの蛇
口までつながっている管を「給水管」といいます。

 ぜき
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せき

や　ぎ　さわ

あいまた

お   ごう   ち

しろやま
ぜき

ふ  た  せ

な  ら  また

そのはら

くさ　き

S51〜R12

ぜき

それぞれの給水する区域は工事に伴う運用状況等により変わります。（令和 5年度末時点）

金町系

金町・三郷系

金町・三郷・朝霞・三園系

金町・三郷・朝霞・三園・東村山系

金町・三郷・朝霞・三園・東村山・境系

金町・三郷・朝霞・三園・境・砧・長沢系

金町・三郷・朝霞・三園・砧・長沢系

金町・三郷・三園・境系

三郷・朝霞・三園・東村山系

三郷・朝霞・三園・東村山・小作系

三郷・朝霞・三園・砧・長沢系

三郷・朝霞・三園・境・砧・長沢系

朝霞・三園系

三園系

東村山系

東村山・小作系

東村山・長沢系

小作系

奥多摩系

116
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　東京の水道水源と浄水場別給水区域 

8 9



事
業
の
概
要
と
環
境
側
面

水
道
局
の
環
境
取
組

特　
　
　
　
集

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
推
進

健
全
な
水
循
環
と

豊
か
な
緑
の
保
全

持
続
可
能
な
資
源
利
用

多
様
な
主
体
と
の

環
境
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

環
境
５
か
年
計
画
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

環
境
会
計

参
考
資
料

せき

や　ぎ　さわ

あいまた

お   ごう   ち

しろやま
ぜき

ふ  た  せ

な  ら  また

そのはら

くさ　き

S51〜R12

ぜき

それぞれの給水する区域は工事に伴う運用状況等により変わります。（令和 5年度末時点）

金町系

金町・三郷系

金町・三郷・朝霞・三園系

金町・三郷・朝霞・三園・東村山系

金町・三郷・朝霞・三園・東村山・境系

金町・三郷・朝霞・三園・境・砧・長沢系

金町・三郷・朝霞・三園・砧・長沢系

金町・三郷・三園・境系

三郷・朝霞・三園・東村山系

三郷・朝霞・三園・東村山・小作系

三郷・朝霞・三園・砧・長沢系

三郷・朝霞・三園・境・砧・長沢系

朝霞・三園系

三園系

東村山系

東村山・小作系

東村山・長沢系

小作系

奥多摩系

116

せき

や　ぎ　さわ

あいまた

お   ごう   ち

しろやま
ぜき

ふ  た  せ

な  ら  また

そのはら

くさ　き

S51〜R12

ぜき

それぞれの給水する区域は工事に伴う運用状況等により変わります。（令和 5年度末時点）

金町系

金町・三郷系

金町・三郷・朝霞・三園系

金町・三郷・朝霞・三園・東村山系

金町・三郷・朝霞・三園・東村山・境系

金町・三郷・朝霞・三園・境・砧・長沢系

金町・三郷・朝霞・三園・砧・長沢系

金町・三郷・三園・境系

三郷・朝霞・三園・東村山系

三郷・朝霞・三園・東村山・小作系

三郷・朝霞・三園・砧・長沢系

三郷・朝霞・三園・境・砧・長沢系

朝霞・三園系

三園系

東村山系

東村山・小作系

東村山・長沢系

小作系

奥多摩系

116

9



事
業
の
概
要
と
環
境
側
面

水
道
局
の
環
境
取
組

特　
　
　
　
集

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
推
進

健
全
な
水
循
環
と

豊
か
な
緑
の
保
全

持
続
可
能
な
資
源
利
用

多
様
な
主
体
と
の

環
境
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

環
境
５
か
年
計
画
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

環
境
会
計

参
考
資
料

※１　工事で使用する電気及び燃料に起因するCO2排出量は除いています。

※２　四捨五入により、合計値に若干の誤差が生じる場合があります。

※３　東村山浄水場常用発電設備及び再生可能エネルギーによる発電量17,258千kWhを除きます。

※４　廃棄物には、建設廃棄物及びオフィス活動で発生した廃棄物があります。

※５　小数点以下を四捨五入しています。

ア
ウ
ト
プ

ッ
ト

イ
ン
プ
ッ

ト

ダム

水道水源林

浄水場 給水所

①取水・導水 ②浄水 ③送水・配水

取水量

百万㎥

配水量

百万㎥

取水堰によって、川をせき止
せき

め、水を取り入れます。

取り入れられた水は、導水路

（管）によって、貯水池や浄水

場に導かれます。

浄水場では、川から取り入

れた水を、沈殿、ろ過及び消

毒して水道水をつくっていま

す。

給水所には、浄水場から送

られた水を貯めておく配水

池と水を送り出すポンプがあ

ります。配水量や圧力を調

整しています。

水道水源林には水源かん

養、水質浄化、土砂流出

防止、CO2 吸収など、多様

な機能があります。
浄水過程での土の発生

ポンプ等の運転に

よる電力使用

ポンプ等の運転に

よる電力使用

設備の運転による電力使用

自家発電による燃料の使用

ｔ-COCO2 ｔ-CO

浄水場発生土
ｔ-25,790 129,551 233,754

エネルギー 526 TJ 
　電力 52,724 千kWh 
　燃料   
　　ガソリン 0.6 kL 
　　灯油 1.2 kL 
　　軽油 0.0 kL 
　　LPG 1.3 t 
薬品 1,507 t 

エネルギー 2,631 TJ 
　電力 240,754 千kWh 
　燃料  
　　ガソリン 1.0 kL 
　　灯油 33.5 kL 
　　軽油 0.4 kL 
　　LPG 2.8 ｔ 
　　都市ガス 4,357.7 千N㎥ 
　蒸気 32.5 TJ 
薬品 76,564 ｔ 

エネルギー 4,764 TJ 
　電力 472,174 千kWh 
　燃料  
　　ガソリン 0.7 kL 
　　灯油 109.5 kL 
　　軽油 3.5 kL 
　　LPG 1.9 ｔ 
　　都市ガス 1,086.5 千N㎥ 
　温水 0.4 TJ 
  冷水 1.9 TJ 
薬品 266 ｔ 

63,060

粒状活性炭 8,283

1,569

1,517

CO2 CO2 CO2

水道水をつくり、お客さまに届ける過程で、環境に対して良い影響も悪い影響も与えています。
下の図は、取水段階からお客さまの蛇口に水道水をお届けするまでに水道局が環境に与える主な影響とし

て、使用した物質（インプット）と排出した物質（アウトプット）をフローで表したものです。
なお、計算に使用する係数は71ページの参考資料（４）発熱量及びCO2排出係数を御覧ください。
◆インプット

◆アウトプット

薬品							 	浄水処理における凝集	沈殿の際に使用する凝集剤や消毒剤等
エネルギー				 電力（主に設備を運転する際に使用）、都市ガス及び灯油（自家発電設備等の燃料）、

蒸気（排水処理過程での加温）等

浄水場発生土			 浄水処理過程で沈殿した泥	砂を脱水	乾燥させたもの
粒状活性炭				 高度浄水処理過程で使用する粒状活性炭
建設発生土				 水道工事で発生した土
廃棄物						 建設廃棄物（水道工事で発生したアスファルト塊やコンクリート塊など）、

オフィス活動で発生したもの
二酸化炭素				 エネルギー使用量を基に算出
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　水道事業が環境に与える影響と環境負荷の全体像 

ア
ウ
ト
プ

ッ
ト

イ
ン
プ
ッ

ト

ダム

水道水源林

浄水場 給水所

①取水・導水 ②浄水 ③送水・配水

取水量

百万㎥

配水量

百万㎥

取水堰によって、川をせき止
ぜき

め、水を取り入れます。

取り入れられた水は、導水路

（管）によって、貯水池や浄水

場に導かれます。

浄水場では、川から取り入

れた水を、沈殿、ろ過及び消

毒して水道水をつくっていま

す。

給水所には、浄水場から送

られた水を貯めておく配水

池と水を送り出すポンプがあ

ります。配水量や圧力を調

整しています。

水道水源林には水源かん

養、水質浄化、土砂流出

防止、CO2 吸収など、多様

な機能があります。
浄水過程での土の発生

ポンプ等の運転に

よる電力使用

ポンプ等の運転に

よる電力使用

設備の運転による電力使用

自家発電による燃料の使用

ｔ-COCO2 ｔ-CO

浄水場発生土
ｔ-31,585 131,230 232,523

エネルギー 651 TJ 
　電力 64,416 千kWh 
　燃料   
　　ガソリン 0.6 kL 
　　灯油 1.8 kL 
　　軽油 0.0 kL 
　　LPG 1.7 t 
薬品 2,520 t 

エネルギー 2,631 TJ 
　電力 239,677 千kWh 
　燃料  
　　ガソリン 0.7 kL 
　　灯油 23.9 kL 
　　軽油 0.2 kL 
　　LPG 3.3 ｔ 
　　都市ガス 5,009.5 千N㎥ 
　蒸気 33.2 TJ 
薬品 76,627 ｔ 

エネルギー 4,745 TJ 
　電力 468,452 千kWh 
　燃料  
　　ガソリン 8.5 kL 
　　灯油 57.2 kL 
　　軽油 4.2 kL 
　　LPG 1.9 ｔ 
　　都市ガス 1,247.3 千N㎥ 
　温水 1.4 TJ 
  冷水 2.6 TJ 
薬品 296 ｔ 

61,150

粒状活性炭 8,953

1,584

1,527

CO2 CO2 CO2

※１　工事で使用する電気及び燃料に起因するCO2排出量は除いています。

※２　四捨五入により、合計値に若干の誤差が生じる場合があります。

※３　東村山浄水場常用発電設備及び再生可能エネルギーによる発電量17,106千kWhを除きます。

※４　廃棄物には、建設廃棄物及びオフィス活動で発生した廃棄物があります。

※５　小数点以下を四捨五入しています。

水道水をつくり、お客さまに届ける過程で、環境に対して良い影響も悪い影響も与えています。
下の図は、取水段階からお客さまの蛇口に水道水をお届けするまでに水道局が環境に与える主な影響とし

て、使用した物質（インプット）と排出した物質（アウトプット）をフローで表したものです。
なお、計算に使用する係数は71ページの参考資料（４）発熱量及びCO2排出係数を御覧ください。
◆インプット

◆アウトプット

薬品							 	浄水処理における凝集	沈殿の際に使用する凝集剤や消毒剤等
エネルギー				 電力（主に設備を運転する際に使用）、都市ガス及び灯油（自家発電設備等の燃料）、

蒸気（排水処理過程での加温）等

浄水場発生土			 浄水処理過程で沈殿した泥	砂を脱水	乾燥させたもの
粒状活性炭				 高度浄水処理過程で使用する粒状活性炭
建設発生土				 水道工事で発生した土
廃棄物						 建設廃棄物（水道工事で発生したアスファルト塊やコンクリート塊など）、

オフィス活動で発生したもの
二酸化炭素				 エネルギー使用量を基に算出
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④工事
※１

⑤オフィス活動 全体

廃棄物の発生

アウトプットの総量※2

資源の有効利用量・率※2

建設に伴う土、廃棄物

の発生

建設発生土
建設廃棄物 廃棄物

インプットの総量※２

車の使用による

排出ガスの発生

庁舎における電力使用

紙や水の使用

エネルギー 133 TJ
　電力 10,352 千kWh 
　燃料（発電機・暖房機器）
　　ガソリン 0.3 kL 
　　灯油 4.3 kL 
　　軽油 0.1 kL 
　　ＬＰＧ 1.6 t 
　　都市ガス 420.7 千N㎥ 
　蒸気(空調等) 1.1 TJ 
　冷水(冷暖房等） 1.3 TJ 
　車の使用
　　ガソリン 222.8 kL 
　　軽油 13.0 kL 

エネルギー 8,054 TJ

　電力※3 776,005 千kWh

　燃料

　　ガソリン 225.4 kL

　　灯油 148.5 kL

　　軽油 16.9 kL

　　LPG 7.6 ｔ

　　都市ガス 5,864.9 千N㎥
　蒸気 33.5 TJ

　温水 0.4 TJ

　冷水 3.1 TJ

薬品 78,336 ｔ

CO
2
 395,809 ｔ-CO2

浄水場発生土 63,060 ｔ

粒状活性炭 8,283 t

建設発生土 696,543 ㎥
廃棄物※４ 1,203,271 ｔ

浄水場発生土 41,209 t （ 65 ％）
粒状活性炭 8,283 t （ 100 ％）
建設発生土 696,543 ㎥ （ 100 ％）
建設廃棄物 1,203,005 t （ 100 ％※５）

CO2

1,203,146 t 125 t
6,713 t-CO2696,543 ㎥

水道局の二酸化炭素の排出と水道水源林による吸収

◆排出

※　端数調整により、数値に若干の誤差が生じる場合があります。

◆吸収

CO2排出要因※

熱（蒸気）
0.5%

燃料
3.5%

その他
0.1%

CO2排出量合計

電気（オフィス活動以外）
94.6％

電気（オフィス活動）
1.3%

395,809t-CO2

水道局の事業活動に伴う二酸化炭素（CO2）の排出は、
９割以上が電気の使用によるものです。
電気の使用量は、浄水・送配水施設の運用により左右
されます。

水道局が管理する水道水源林の一部で、J-クレジット
制度（森林管理プロジェクト）を活用して、水源林の管
理によるCO2吸収量を「クレジット」としての認証を受
ける予定です。

④工事
※１

⑤オフィス活動 全体

廃棄物の発生

アウトプットの総量※2

資源の有効利用量・率※2

建設に伴う土、廃棄物

の発生

建設発生土
建設廃棄物 廃棄物

インプットの総量※２

車の使用による

排出ガスの発生

庁舎における電力使用

紙や水の使用

エネルギー 136 TJ
　電力 10,592 千kWh 
　燃料（発電機・暖房機器）
　　ガソリン 0.2 kL 
　　灯油 3.8 kL 
　　軽油 0.1 kL 
　　ＬＰＧ 1.9 t 
　　都市ガス 420.1 千N㎥ 
　蒸気(空調等) 1.0 TJ 
　冷水(冷暖房等） 1.4 TJ 
　車の使用
　　ガソリン 219.3 kL 
　　軽油 16.4 kL 

エネルギー 8,163 TJ

　電力※3 783,137 千kWh

　燃料

　　ガソリン 229.3 kL

　　灯油 86.8 kL

　　軽油 20.8 kL

　　LPG 8.8 ｔ

　　都市ガス 6,676.9 千N㎥
　蒸気 34.2 TJ

　温水 1.4 TJ

　冷水 4.0 TJ

薬品 79,443 ｔ

CO
2
 402,201 ｔ-CO2

浄水場発生土 61,150 ｔ

粒状活性炭 8,953 t

建設発生土 768,452 ㎥
廃棄物※４ 1,404,738 ｔ

浄水場発生土 40,247 t （ 66 ％）
粒状活性炭 8,953 t （ 100 ％）
建設発生土 768,452 ㎥ （ 100 ％）
建設廃棄物 1,404,619 t （ 100 ％※５）

CO2

1,404,619 t 119 t
6,863 t-CO2768,452 ㎥

水道局の二酸化炭素の排出と水道水源林による吸収

◆排出

※　端数調整により、数値に誤差が生じる場合があります。

◆吸収

排出要因※

CO2
2

水道局の事業活動に伴う二酸化炭素（CO2）の排出は、
約９割が電気の使用によるものです。
電気の使用量は、浄水・送配水施設の運用により左右
されます。

水道局が管理する水道水源林の一部で、J-クレジット
制度（森林管理プロジェクト）を活用して、水源林の管
理によるCO2吸収量を「クレジット」としての認証を受
ける予定です。

CO2

熱（蒸気）
0.5%

燃料
4.1%

その他
0.2%

CO₂排出量合計

電気（オフィス活動以外）
93.9％

電気（オフィス活動）
1.3%

402,201t-CO₂
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水道水源林

浄水場 給水所

①取水・導水 ②浄水 ③送水・配水

取水量

百万㎥

配水量

百万㎥

取水堰によって、川をせき止
ぜき

め、水を取り入れます。

取り入れられた水は、導水路

（管）によって、貯水池や浄水

場に導かれます。

浄水場では、川から取り入

れた水を、沈殿、ろ過及び消

毒して水道水をつくっていま

す。

給水所には、浄水場から送

られた水を貯めておく配水

池と水を送り出すポンプがあ

ります。配水量や圧力を調

整しています。

水道水源林には水源かん

養、水質浄化、土砂流出

防止、CO2 吸収など、多様

な機能があります。
浄水過程での土の発生

ポンプ等の運転に

よる電力使用

ポンプ等の運転に

よる電力使用

設備の運転による電力使用

自家発電による燃料の使用

ｔ-COCO2 ｔ-CO

浄水場発生土
ｔ-31,585 131,230 232,523

エネルギー 651 TJ 
　電力 64,416 千kWh 
　燃料   
　　ガソリン 0.6 kL 
　　灯油 1.8 kL 
　　軽油 0.0 kL 
　　LPG 1.7 t 
薬品 2,520 t 

エネルギー 2,631 TJ 
　電力 239,677 千kWh 
　燃料  
　　ガソリン 0.7 kL 
　　灯油 23.9 kL 
　　軽油 0.2 kL 
　　LPG 3.3 ｔ 
　　都市ガス 5,009.5 千N㎥ 
　蒸気 33.2 TJ 
薬品 76,627 ｔ 

エネルギー 4,745 TJ 
　電力 468,452 千kWh 
　燃料  
　　ガソリン 8.5 kL 
　　灯油 57.2 kL 
　　軽油 4.2 kL 
　　LPG 1.9 ｔ 
　　都市ガス 1,247.3 千N㎥ 
　温水 1.4 TJ 
  冷水 2.6 TJ 
薬品 296 ｔ 

61,150

粒状活性炭 8,953

1,584

1,527

CO2 CO2 CO2

※１　工事で使用する電気及び燃料に起因するCO2排出量は除いています。

※２　四捨五入により、合計値に若干の誤差が生じる場合があります。

※３　東村山浄水場常用発電設備及び再生可能エネルギーによる発電量17,106千kWhを除きます。

※４　廃棄物には、建設廃棄物及びオフィス活動で発生した廃棄物があります。

※５　小数点以下を四捨五入しています。
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日本の気候変動の予測
日本の年平均気温は、既に100年当たり1.35℃の割合で上昇しており※１、21世紀末には20世紀末と比較

して0.5から5.4℃まで上昇することが予測されています※2。
気候変動に関する政府間パネル（IPCC）第５次評価報告書で用いられた４つのシナリオのうち、最も温

室効果ガスの排出が多いシナリオに基づき21世紀末（2076から2095年の平均）と20世紀末（1980から
1999年の平均）を比較すると、

以下のような変化が予測されます※3。
・年平均気温は全国平均で4.5℃上昇
・猛暑日となるような極端に暑い日の年間日
数は全国的に有意に上昇
・滝のように降る雨（１時間降水量50㎜以上
の短時間豪雨）の年間発生回数は全国平均で
２倍以上に増加
・雨の降らない日（日降水量が１㎜未満の日）
の年間日数は全国的に有意に増加
※１　気象庁「気候変動監視レポート2023」より
※２　環境省ほか「気候変動の観測・予測及び影響評価統合レ

ポート2018」より
※３　気象庁ほか「日本の気候変動2023―大気と陸・海洋に

関する観測・予測評価報告書―」より

想定される影響
気候変動によるとみられる影響は既に各地で現れており、上述のとおり、将来更に深刻になることが懸念

されています。水道事業にも水源水量の減少や水質悪化等の影響が考えられます。

 

気候変動の将来予測（現在気候に対する変化）  
出典 気象庁「地球温暖化予測情報第９巻」 

平均気温 滝のように降る雨の  
年間発生回数  

雨の降らない日の 
年間日数 

気候変動が水道事業に与える影響

　水道事業が気候変動によって受ける様々なリスク 

豪雨日数増加による洪水発生回数や
土砂崩壊危険性の増大

水源水量の影響
　→ダムの貯水量の減少
　→渇水の頻発
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１．渇　水
将来、気候変動の進行により、大幅な積雪量の減少や融

雪時期の早期化が発生すれば、農業用水の需要期に河川流
量が減少するため、今まで以上にダムから水の補給が必要
になります。また、早期に流出する融雪水は、ダムが満水
状態に達すると、貯留されず、そのまま放流（無効放流）
される可能性があります。

さらに、無降水日※の増加が予測されるなど、これまで経
験したことのない厳しい渇水の発生も懸念されます。

※　 無降水日：「気候変動の観測・予測及び影響評価統合レポート2018（環境省、
文科省、農水省、国交省、気象庁）」において、1日の降水量が1ミリ未満
の日

出典 中央防災会議「大規模水害対策に関する専門調査報告書（平成 22 年 4 月）」 

荒川右岸低地氾濫による被害想定（浸水範囲） 利根川首都圏広域氾濫による被害想定 
（浸水範囲） 

小雪化に伴う河川流量とダム貯留量の変化 
出典 国土交通省「平成 23 年版日本の水資源」 

出典 中央防災会議「大規模水害対策に関する専門調査報告書（平成 22 年 4 月）」 

荒川右岸低地氾濫による被害想定（浸水範囲） 利根川首都圏広域氾濫による被害想定 
（浸水範囲） 

小雪化に伴う河川流量とダム貯留量の変化 
出典 国土交通省「平成 23 年版日本の水資源」 

融雪時期の早期化による河川流量とダム貯留量の変化
出典　国土交通省「平成23年版日本の水資源」

利根川首都圏広域氾濫による
被害想定（浸水範囲）

出典　中央防災会議「大規模水害対策に関する専門調査報告書（平成22年4月）」

荒川右岸低地氾濫による被害想定（浸水範囲）

貯水池の循環イメージ

２．浸　水
近年、大型台風や局地的な豪雨による

水道施設の浸水被害が懸念されています。
内閣府の中央防災会議や東京都防災会議
における浸水被害想定によると、都の一
部の浄水場、給水所等が所在する地区で
も、浸水被害を受ける可能性があり、給
水に支障を来すおそれがあります。

３．水質悪化
（１）取水過程

気温が上昇すると、冬期に貯水池表層の水温が下が
らないことから、貯水池内での水の循環が停滞する可
能性があります。水の循環の停滞により、貯水池深層
の溶存酸素濃度が低下することで、湖底のたい積物か
らの栄養塩類などの溶出につながります。その後、栄
養塩類などが貯水池内に拡散することで、植物プラン
クトンの異常増殖やそれに伴うかび臭の発生など、貯
水池の水質が悪化します。

また、豪雨による土砂崩れに伴う濁度上昇などによ
っても急激に原水の水質が悪化するおそれがあります。

（２）配水過程
水道の水質のうち、水温の変化により影響を受けるものとしてトリハロメタンが考えられます。トリハロ

メタンは消毒に伴って生成する消毒副生成物の代表ですが、水温の上昇によって塩素と有機物の反応速度が
増加し、生成が促進される可能性があります。

また、配水管路や受水槽などの水温が上昇すると、残留塩素が急激に消費され、適正な濃度を保てなくな
るおそれがあります。しかし、残留塩素の濃度を適切に保つために、塩素注入量を多くすると、トリハロメ
タン生成量も増加するといった負の連鎖構造を生み出しかねません。このように、水温の変化は水道の水質
に大きな影響を与えます。

このような気候変動の影響に対し、水道局は温室効果ガス排出量の削減はもとより、リスク低減のための
様々な施策を展開しています。

温 温

冷

冷冷

春～秋

冬

水温躍層が形成され、
表層と底層の水は混ざらない。

表層の水温が下がり、
貯水池全体で水の循環が起こる。

通常の水循環

温 温

冷春～秋

冬

冬期も気温が十分に下がらないため、
湖内の水の循環が弱い。

地球温暖化が進行した場合
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